
に参加する市民の 、各団体の活性化に向けて、より効果的・効率的に運営される

全体数を増やしていく必要がある。 よう促した。加えて、新たな「共創のまちづくり補助金」制度

さらに、多文化共生の推進を更に進めていく必要がある。 を活用し、市民活動団体のアイディアを活かし、社会課題を解

地域におけるイベントによる、地元への愛着の醸成もさらに取 決に向けた支援を行った。

り組んでいく必要がある。 さらに、多文化共生計画の進行管理等を行い施策の推進を図っ

ている。

あわせて、戸田ふるさと祭りなどを開催し、地域への愛着を促

すための事業を実施している。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 4年 6月 7日 作成部局名 市民生活部 担当部局名 環境経済部

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞
担当課

基本目標 担当課

担当課

関係課

施　　策 関係課

関係課

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

協働推進課

07
活力にあふれ人が集い心ふれあうまち

文化スポーツ課

32
市民活動の活性化と地域交流の促進

経済戦略室

町会・自治会活動や市内における市民活動が活性化し、様々な人が地域活動に参加することで、地域課題の解決に取り組め

るように、地域コミュニティを支援する体制の充実を図ります。また、戸田市への愛着が醸成されるよう、戸田ふるさと祭

りの開催や国内外の都市との交流を促進します。

市民交流事業

友好都市交流事業

在住外国人支援事業

地域コミュニティ推進事業

市民活動推進事業

地域の活動に参加している 参加したと回答した市民の割合
％ 42.6 42.3 32.7

人の割合 (市民意識調査 )

ボランティア・市民活動支 登録された活動団体数
団体 171以上 171 169

援センター登録団体数

多文化共生推進計画の進捗 計画の具体的な施策の進捗率
％ 100 79 100

率

現在、市内の地域コミュニティについては、既存の町会・自治 町会連合会を中心に、町会・自治会の加入促進や負担軽減に取

会を中心として形成されているが、町会・自治会において、加 り組むとともに、笹目地区において地域担当職員を実施し、地

入率の減少や、担い手の高齢化などが課題となっている。 域課題の解決を目指して取り組んだ。

また、テーマコミュニティについては、自立して活動している また、支援拠点であるボランティア・市民活動支援センターが

公益性の高い団体やボランティア・市民活動



り、人員については維持の方向性とする。

今後、本施策の目的である「地域コミュニティを支援する体制の充実及び戸田ふるさと祭りの開催や国内外の都市との交流促進による戸田
市への愛着の醸成」に向け、指標を達成するため、目指すべき「市民活動の活性化」の将来像を的確に捉え、そのうえで地域コミュニティ
の活性化に資する具体的な解決手法を検討することが必要と考える。また、様々な方が市の地域課題の解決に主体的に取り組む風土を醸成
するためには、戸田ふるさと祭りや地域交流などを行うことにより、戸田市への愛着が高まるような仕掛けづくりが必要と考える。

01 市民交流事業　（協働推進課）

市民交流事業

任
意

1,563 より魅力ある祭りとなるよう開催内

17,993 容や実施体制を検討していく。

－ ○ １ ○ Ｂ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ01 01 02 01 13 01 01 17,993

戸田ふるさと祭りは、実行委 17,993

員会を中心として、流し踊り 7,963

友好都市交流事業

任
意

8,751 国内外友好・姉妹都市との交流が行

26,777 われるよう庁内・外と連携を密にし

－ － １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ02 01 02 01 13 01 02 26,777 ていく。

国内外の友好・姉妹都市との 26,777

文化・芸術・スポーツなどの 5,608

在住外国人支援事業

任
意

戸

19,179 第２次戸

田

田市多文化共生推進計

市

画の

22,643 策定

施

に着手し、さらなる多

策

文化共生

－ ○ １ ○ Ｂ Ｂ

評

Ｂ Ｂ Ｂ03 01 02 0

価

1 13 01 03 22,

シ

643 の地域づくりを

ー

推進していく。

（公財

ト

）戸田市国際交流協会

作

21,060

を中心に

成

、市内在住外国人へ 5

日

,193

02

令

協働推進事業　（協働

和

推進課）

 4年

地域コミュニテ

 

ィ推進事業

任
意

52,

6

409 様々な手法を活

月

用し、地域コミュニ

5

 

3,696 ティの推進

7

を図っていく。

○ ○ １

日

○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ02 01

作

02 01 13 02 02

成

63,653

行政と市

部

民との協働によって 5

局

6,142

地域が持つ

名

特性を活かすとと 22

市

,018

03

民

市民活動推進事業　（

生

協働推進課）

活部 担

市民活動推

当

進事業

任
意

35,93

部

0 共創のまちづくり補

局

助金制度を充実

38,

名

701 させ、事業内容

環

の充実を図っていく

○

境

○ ２ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ01

経

01 02 01 13 03

済

01 38,701 。

市

部

民活動推進基本方針に

○

基づ 38,701

き、

結

市民活動サポート補助

果

金 7,963

と今後の方向性

進捗状況
（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０４年度（事業費総額） 令和０５年度 令和０６年度 令和０７年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０４年度（人件費総額） 令和０５年度 令和０６年度 令和０７年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

【企画財政部コメント】

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R3決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R4予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
5

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

町会・自治会の活動の活発化や、効果・効率的な施設運営への支援は継続的に実施している
が、新型コロナウィルスの感染拡大による活動停止や自粛などから地域の活動に参加してい
る人の割合は32.7％にとどまった。また、同様の理由からセンター登録団体数は169団体と
なっている。多文化共生推進計画の進捗率は、100％となっている。

Ｂ
マラソン大会は新型コロナウィルスの影響から中止となったが、ふるさと祭りについては、
オンライン形式によって開催することができ、地域への愛着の醸成を図ることができた。

283,570 ↑ 293,285 → 293,285 → 293,285
ふるさと祭り業務については、より効果的効率的に実施できるよう業務委託を検討しており、このことから予算については増加の方向性と
する。その他の事業については、効率化を図りながら予算規模を維持し取り組んでいく。

51,930 → 51,930 → 51,930 → 51,930
本施策においては、ふるさと祭りに係る市民交流事業や、町会・自治会支援、地域担当職員制度に係る地域コミュニティ推進事業など、業
務量の非常に多い事業を含んでおり、効率化を図



活

シートを参照

部 担当部局名 環

R

境

3決算額 R4計画額 R

経

5予算額
計（千円） 事

済

業費 243,190 2

部

83,570 293,

５

285
うち一般財源 2

．

32,188 272,

事

747 282,462

務

事業の方向性： １現状

事

で継続　 ２拡大して継

業

続 ３縮小して継続　　

の

　４他事業と統合　　

検

　５休止　　　６その

討

他見直し

７令和5年度

【

で終了 ８令和4年度で

一

終了 ９令和3年度で終

般

了

会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R3決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R4予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
5

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

01 笹目コミュニティセンター管理運営費　（協働推進課）

笹目コミュニティセンター管

任
意

67,937 地域コミュニティ活性化の拠点とし

理運営費 62,118 て、適切に運営していく。

○ ○ １ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 02 01 19 01 01 62,118

指定管理者である笹目コミュ 62,066

ニティ協議会による、センタ 1,869

02 新曽南多世代交流館管理運営事業　（協働推進課）

新曽南多世代交流館管理運営

任
意

57,421 地域コミュニティ活性化の拠点とし

事業 61,642 て、適切に運営していく。

○ ○ １ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 02 01 19 02 01 61,400

指定管理者制度の導入により 59,723

、多くの市民に施設を活用し 1,316

02 スポーツ推進事業　（文化スポーツ課）

（再掲）スポーツ推進事業

任
意

＜

戸

（再掲）について＞

本

田

事業は、他の施策を主

市

たる施策として構成す

施

る事

01 01 10 05

策

01 02 01 務事業で

評

すが、一部が本施策に

価

も寄与するため「再

ス

シ

ポーツ推進審議会に係

ー

る事 掲の事務事業」と

ト

して、参考に掲載して

作

います。

務。スポーツ

成

推進計画の策定 ※事業

日

内容は、当該事務事業

令

評価シートを参照

和

01 農政対策事業

 

　（経済戦略室）

4年

（再掲）農

 

政対策事業

任
意

＜（再

6

掲）について＞

本事業

月

は、他の施策を主たる

 

施策として構成する事

7

01 01 06 01 01

日

01 01 務事業ですが

作

、一部が本施策にも寄

成

与するため「再

・戸田

部

収穫祭を開催し、姉妹

局

掲の事務事業」として

名

、参考に掲載していま

市

す。

都市等や市内農家

民

が生産した ※事業内容

生

は、当該事務事業評価


